
身近に取り組むごみ減量 ～職場のコーヒー殻をリデュース～

みんなで目指す「郡山 ごみ減量 20％」

郡山市５Ｒ推進課では、使い終わったドリップコーヒーを乾燥させて、消臭剤として窓口で配布しています。
また、ドリップコーヒーはそのまま捨てると水分量が多いため、乾燥させることで軽量化することができます。
身近なところからごみの減量に取り組みましょう。

①ドリップ後
１日干す

②広げて
１日干す

③缶で保存
１か月の減量効果 796ｇ（約80杯分）
（５Ｒ推進課で集まった量：乾燥重量）

〇参考
ドリップパック１個当たりの減量効果
①そのまま捨てた場合（水分含む）約30ｇ
②乾燥させてから捨てた場合 約15ｇ

①－②＝15ｇの減量効果

③中身を消臭剤にして紙部分のみ廃棄 約5ｇ

①－③＝25ｇの減量効果

コーヒーフィルター
Ver

下駄箱などに効果的♪

小分けにして窓口配布中

事業系一般廃棄物
の分け方出し方は
こちら→
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